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内科医に聞く 

日時 10 月22 日 [土] 

      午後 6:30 ～ 8:30 
 

場所  近江町交流プラザ 4階 研修室２ 
            （金沢市青草町８８ 近江町いちば館内） 
 

講師  大川 義弘氏 城北クリニック院長 （内科） 

                   石川県保険医協会副会長 
 

対象  会員、会員医療機関のスタッフ （定員 30人） 

 

参加費  無料 ⇒申込みは裏面より 

         

主催 石川県保険医協会 
  金沢市尾張町 2-8-23 太陽生命金沢ビル 8 階 

 ＴＥＬ 076-222-5373 

 ＦＡＸ 076-231-5156 

  Email  ishikawa-hok@doc-net.or.jp 

 

● ご案内 ● 

 日頃、有病者の歯科治療においては、内科の主治医との対診が必要

となる場合が多くあります。その折には皆さんも、「抜歯の可否と治療

上の注意点についてご教示ください。」などと書いたりしているのでは

ないでしょうか。それに対し、送られてくる返書にはいつも大いに助け

られ、私などはその丁寧さに恐縮し、頭の下がる思いがしています。 

しかしながらごく稀に、こちらの問いには答えてもらえず、処方内容

もなく、血液検査のデータだけというものもあり、これには頭を抱えて

しまうことになるのですが。 

 

 

  

歯科医師 
のための 

医科講座 

有
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医科への診療情報提供依頼で 

気 を付けること 
 

 

今後も増えるであろう有病者の歯科治療で

すが、医科歯科連携を進めた、より安全な医療

システムが求められています。 

今回は当会副会長の内科医、大川義弘先生

に講師を依頼しました。スムーズな医科歯科連

携に基づいた、より安全な歯科医療の構築に

ついて、ご一緒に考えてまいりましょう。 

2016年 
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内科医に聞く 

  医科への診療情報提供依頼で気を付けること 
 

        参加申込書 
 

日時  10 月22 日 [土] 午後 6:30～ 8:30 

場所  近江町交流プラザ 4階 研修室 ２ 

講師   大川 義弘氏 城北クリニック院（内科）、石川県保険医協会副会長 
 

▼ FAXでの申込みの場合          

    切り取らずこのままＦＡＸを送信してください。  
 

▼ 電話またはメールでの申込みの場合  

  以下の項目を保険医協会までお知らせください。 
 

▼ 申込期限 １0月 17日（月） 

 

医療機関名 
 

電話番号        ―        ― 

参加者名 

①                        

( 歯科医師 ・ 医師 ・ その他 ) 

②                         

( 歯科医師 ・ 医師 ・ その他 ) 

 

講師への質問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■石川県保険医協会 
 金沢市尾張町 2-8-23  

 太陽生命金沢ビル 8階 

 ＴＥＬ 076-222-5373  

 Email  ishikawa-hok@doc-net.or.jp 

    ＦＡＸ  

076-231-5156 

＜講演抄録＞ 

                                                   大川 義弘 

 私が外来や在宅で診ている患者さんが歯科に受診されると、歯科の先生から「抜

歯が必要なのですが内科的な問題がありませんでしょうか」と、診療情報提供が

依頼されます。たとえば、抗血小板剤や抗凝固薬、ビスフォスホネートなどの抜

歯に影響を与えうる薬剤投与の有無、抗生剤などのアレルギーの有無、などです。

これらは答えやすいのですが、「抜歯に当たっての注意点は」と問われると「ウ

ーン」となります。血圧コントロールが良好で特に出血傾向がなく、易感染性の

状態でもなければ大丈夫でしょうと答えています。がしかし、医科の歯科に関す

る知識は貧弱なので歯科の医療行為が，内科的に問題ないと答える根拠や、逆に

これはだめだという根拠については曖昧なのが現実と思います。歯科と医科が膝

を交えてこの問題に対して双方向に情報を交換し、より安全な医療提供ができる

ようになればと思っています。 

類似のことは、眼科から「白内障の手術をするのだが内科的にはどうか」とい

う診療情報提供依頼や、介護施設での入浴時に血圧と発熱で中止基準を決めてい

ることの妥当性、リハビリテーション提供時の中止基準など色々ありますのでそ

れらにも触れたいと思います。 

 

【講師プロフィール】 
 １９７８年金沢大学医学部卒業 

 １９８１年から１９８９年まで東京都老人医療センター（現：東京都健康長寿医療センター） 

 １９８９年から１９９７年まで城北病院 

 １９９７年から現在まで城北クリニック 

 日本内科学会認定内科医、日本老年医学会認定老年病専門医、日本神経学会専門医、 

 認知症サポート医、北陸がんプロフェッショナルエキスパート医 

2016年 


